
 

 ビニルポリマーの主鎖切断の精密設計 

○佐藤浩太郎・久保 智弘（東工大物質） 

ビニルモノマーの重合において、構造が明確なポリマーを合成する有効な手法にリビング重合に代
表される精密重合がある。特に 1990 年代以降、リビングラジカル重合など、成長末端にドーマント
種と呼ばれる安定な共有結合を導入することで種々のリビング重合が見出され、活発に研究が行われ
てきた。本講演者らも、これまでにドーマント種による重合制御の概念に基づき、活性種や重合機構
の枠組みを超えた新しい精密重合系の開発、さらには、精密重合の知見を植物由来の再生可能ビニル
モノマーへ適用することで新しい環境適応型の高分子材料開発を行ってきた。 
一方で近年、プラスチックゴミによる海洋汚染などが顕在化し、新しい分解性ポリマーの開発が望

まれてきている。これまでのポリマーはポリ乳酸など主鎖骨格に加水分解性や生分解性のエステル結
合を有するポリマーである。一方で、我々の周りで広く利用されているビニルポリマーは、主鎖が安
定な炭素-炭素結合のみからなり、分解性の導入が重要な課題となってきている。 
本講演では、これまでに行ってきた新しい精密重合系の開発から高分子鎖切断の設計への展開につ

いての取り組みを紹介する。とくに、以下の３つの手法について述べる。 
１. 遷移金属触媒による連鎖・逐次同時ラジカル重合による分解性セグメントの導入 1,2 

２. ビニルポリマーの主鎖分解を可能とする連動型分解型コモノマーの開発 3 

３. 植物由来モノマーの共重合設計による高分子鎖切断 4 

 

図１．高分子の分解を志向した精密合成法の開発 
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